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ヘルクレス座の新星

山　　本　　一　　清

　Lノゾの出現！之れほど威勢の好い宇宙ニウスは無いと言ってよからう・

正に十年ぶり，或は我が日本の室にとっては實に十五年ぶりと雷ふべきか？

1920年の夏に次［．klのデ＝ング氏と東京の帥F1：｛氏とによって二見された白鳥座

第三新星なるものがあった．しかし共の時は本含が（天文同好金の名で）創立

され．る以雨のことであって，我が國には天文智識が殆んど普及して居らす，

從って，珍らしい天象であるに拘らす，專門家以外は全く上れを見ないで終

ったほどのものであった．一一しかるに，こんどの新星は左様でない．本愈

も創立されてから十五ケ年を経，其の直接叉は二二の影響により．，國内の津

々浦々に至るまで，天文を談じ，星座を賦しむ人が霧しい現代である．こん

どこそは見逃がさないで，この珍客を充分に慮接したいものである．

　こんどの新星は，今日までに諸外國から入手した報告によれば，大ノ天文

協命の現に流蓋。謙長であるJolm　Phllip　Manl／ing　Prentice氏が去る十．＝月13

日の早曉に東北の室に於V・て三見したものである．ちやうど其の時，同氏は

S而ork州Stowmarket　rli∫Redcroftの自宅の外庭で，おりからの双子座流星

群を親測中であったが，かのヴエが星に近いヘルクレス座の一角，しかも罷

座のガムマ互の少しく南に李素見ない三等級の一新星を認めたため，取り敢

へすグリニチ天文憂に電話をかけ，共の確認を望んだ．そこで，グリニチ天

文豪では，65糎の大望遠山で恒星の親旧爲眞を撮影中であったr｛artin氏が

．イチ早く此のi新左を認め，すぐヤプ反射班（咋年竣功した口樫9り糎の新鏡機）

によってスペクトルを撮彫したところ，連薩スペクトル上に幾つかの輝線を

認めたので，いよいよ之れがN（，VAである誰隊を得，同天文哀の子午線部

では直ちに，其の口の正午少し前，子午環を用みて此の星の赤経赤緯を測定

した．共の結果は，現硯位崖として
　　　　　　　　ヨユ　　　　　　だ
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　此の新星の獲回報は十二月14日朝・デンマルク國コペンハ；ゲン大回天文

毫にある天文電報中央局に知らされ・自骸ll，叉之れは全世界の回天：文關係に

報告された・電文は

　Nova　1－lerculis　1’rentice　third　magnitudc　27127　04・！47　brigbt　ljand　spectrnm　glpencer　J’ones

である・

　此の畦文を受け取った名地のフぐ文周係者は，すぐ其の光度やスペクトル，

三等の観測を始めた・すべて・新互．といふものは・今までの例によると・／僅

々二目内に極大光輝となり，それから叉，数ケ月以内に肉眼の覗界を去って

減蓑するのが普通で，極めて憂動の早いものであるから∴一刻の裕蝕もなく，

誰でも一馬杢を恵まれてみる人は，皆二等に此の星の親旧を途回しなければ

ならない・それに，いつも冬期は融米の室に雲が多く，．回れがために槻測を

妨げられるので，こんどの二合などには，必ず各地の人々が連絡を取って協

同的に観測しなければならなv・・　一一只，髭度の星について，観測上好都合な

ことは，赤緯が＋45。であるから，地球上の高緯度の所であればあるほど，星

の見える二三は長く，事實，北緯450以上の寸二地では此の星が遡極星となる

のである・之れと共に，今は時言が冬．期であるから，髭の黙から見ても，高

緯度の二L地では夜闇が非常に長いといふ便利がある・故に隊米の各地では，

室が晴れさへすれば，毎夜十二時聞の門下槻測が行はれてるるだろうと思は

れる．之れに引きかへ，我が國は一般に緯度が低く，此の星は日没後の西北

の室と，　日出前の東北の室とにそれぞれ一二時聞つつ見えるに過ぎない状態

にある．（殊に，此のkの三見報告を最初に見たとき，自分は偶々室轡に畠張

中であったので，此の瓦を見る下聞は，更に短かく，漸く十分か，叉は二十

分嗣の晴室を利用せざるを得なV哨様でもあった）．しかし，我が國でも，北

海道や樺太は，欧米なみに緯度が高いし，叉，新興の瀬州國は，やはり，緯

度が高いばかりで幽く，冬期の室が一二に晴れ勝ちなので，こんどの観測に

は非常に女藍鼠に違ひなV・．只，うらむらくは，満州國内に於いて新天文學

を研究する學者が無いので，天輿の此うした地の利を利用する人が無い・又，

内地の天文杢も，今11，諸費用不足がちのため，二二所を彼地に瓠設したり，
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人を派回したりすることが出來なV獣態にある・

　こんどの新星について，糊測上，既に今日までに獲られた珍らしV・事實も

少なくなv・．十二月十三日の磯見の其の夜，グリニチ天文憂のヤプ反射鏡

によるスペクトルは水素やヘリウム等のガスの輝線が著しく現はれてるるこ

とにより，人々は，此の新星の最大光輝が飢に過ぎ去ったものであると込断

したのは無理もない次弟である．　しかるに，急減の星の色は青白叉は二色で

あったし，其れから二三日の同も，光の色指数は一1といはれ，此等の事實

から見ると，むしろ此の星は光輝上昇期にあると言ふべきものとの判斯も下

され，た．

　實際，此の新星の光は，爽三郎時3．5であったものが，徐々と檜し，侮日李

峠曜度の齢で，＋二月二＋二・の饒には1・・徽燵した・詔・が

事實上の最大光度であって，共の後は誠にゆるやかに下降しつつある．しか

し，此の下降の途：中に於いて，他の例にある如く，光輝は一高一低の憂勤を

始め，最近までには

　　　　1934年十二刀22日　　　第一極大光輝　　　光度1・5級

　　　　　　ク　　　28H　　　：第ニ　　ク　　　　　ク　2・5ク

　　　　1935年．一刀1日　　　第三　　ク　　　　　ク　1　’一　e’

　　　　　　ク　　　7日　　　第酉　　ク　　　　　ク　2・3ク

叉，

　　　　1934年十二月26日　　　第一極小光輝　　　光度3．1級

　　　　　　ク　　3帽　　第ニ　ク　　　　ク3・2ク

　　　　1935年一月4日　　二三　ク　　　　ク3・2ク

大気に於いて，光度二化の週期は約5日であるらしく，全振幅（攣光卑星園）は

約1．3級ぐらゐである．今後：も，何時まで此うし：た礎動が績くであろうか？

　去る一Ji］　9　El，露國モスコ1天文索≡よりの論告によれば，此の星は今より27

年前，即ち1907年頃の爲眞康板に14等として撮：影されて居る．又，此の星の

スペク1・ルは，去る十二月20目には，赤から董上での間に輝線が一つも現ば

れてみす，川式は晩期F塑であるといふ．之れは，前記グリニチ天文塞のス

ペク1・ル六二と針比して非常に興味尿く，此の星が分光的にも何等かの攣動

を示してみることを物：吾るものである．
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　我が日本に於V・ては，本會々員其の他，多くの人々が今までは殆んど総て

眼覗的に，叉は爲眞的に，光輝の観測を績回し，其の結果は三々として花山

急報等に獲表されてみる．

　花山に於いては昨年末まで自分が夷選出藩中で不在で，あったため，日頃，

自分が責任保管してみる］8cmの劉’物プリズムを使用することが出來なかつ

7eのは茜だ造憾であった．今年初よりは柴田氏等の協力によってプリズムに

よるスペクトル湖測に從冠してみるが，疲れに關面して，滋賀縣の木邊成書

氏が，故巾村要目の遺品である口径7αnのプリズムを木邊氏自有の大反射赤

道儀に附加して，去る十二月30日以來，可なり見事なスペクトルを撮影してゐ

られるのは，特睾すべき事である・一般に反射鏡が，天膿物理學の研究のた

めには，殆んど常に屈折機よりも優秀な成蹟を示すことは知られてみる事實

であ・が，それにしても謹婦mのプ・ズ・と，轍鰭上噛の反鱗

によつて，日影蒔およそ1分時内外に此の新星のスペクトルの撮影したとは，驚

き入らざるを得ない．総ての光波を同一r－i焦難に集め得る反射鏡の有利な黙は，

こうして明らかに讃明されたと言って好い．今後，此の種のスペクトル槻測

がアマチュアの人々にも績々と行はれて，新方面の開拓が進歩することを望

んでやまない．

　　　　　　　　　　會　　　　皆

下記の方々より夫々有意義な寄贈に接しました．蕪に改めて厚
く御呼申上げます
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